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社会生態研究部門 

生態保全分野 

渡邊邦夫 (教授), 半谷吾郎 (准教授), 橋本千絵

(助教), 松田一希 (非常勤研究員), 松原幹, 郷も

え, Andrew J. J. MacIntosh (教務補佐員), Rizaldi, 

張鵬, Cedric Suer (学振外国人特別研究者), 大谷

洋介, 澤田晶子 (大学院生) 

 

＜研究概要＞ 

A) ニホンザルの生態学・行動学 

渡邊邦夫, 半谷吾郎, 松原幹, Rizaldi, 張鵬, 松岡絵里

子, 澤田晶子, 大谷洋介 

人為的影響の少ない環境にすむ, 野生のニホンザ

ルが, 自然環境から受ける影響に着目しながら,個体

群生態学, 採食生態学, 行動生態学などの観点から, 

研究を進めている． 

屋久島の瀬切川上流域では, 森林伐採と果実の豊

凶の年変動がニホンザル個体群に与える影響を明ら

かにする目的で, ｢ヤクザル調査隊｣という学生など

のボランティアからなる調査グループを組織し, 1998

年以来調査を継続している． 今年も夏季に一斉調査

を行って, 人口学的資料を集めた． この資料を基に, 

ヒトリザルの密度と,  その地域変異・地理変異につ

いて分析した． 

幸島では,コドモの社会関係に影響する要因につい

て研究を行った． 

霊長類研究所の放飼場のニホンザルと京都市嵐山

の餌付けニホンザルを対象に, ニホンザルが社会生

活を送る上で重要な攻撃行動に際しての調整や転嫁, 

援助を求める行動などの発達について研究を行なっ

た． 小豆島のニホンザルの社会交渉についての研究

を行った．  

 

B) ニホンザルの消化能力の研究 

澤田晶子, 半谷吾郎 

飼育個体を対象に, 消化率と食物の消化管通過時

間についての実験的研究を行った． 

 

C) ニホンザルの個体群管理 

渡邊邦夫, 江成広斗, 

多様な観点からニホンザルによる農作物被害の問

題解決を図るため, 農作物被害を起こしているニホ

ンザルの食性や土地利用に影響を与える要因の分析, 

有効な被害管理手法の開発,猿害についての社会学的

研究などを, 青森県白神山地で行った． 

 

D) 野生チンパンジーとボノボの研究 

橋本千絵 

ウガンダ共和国カリンズ森林, コンゴ民主共和国

ワンバ地区で, それぞれチンパンジーとボノボの社

会学的・生態学的研究を行った． チンパンジーの遊

動や行動のデータをとるとともに, 定量的な植生調

査や果実量調査を平行して行い, チンパンジーの行

動や社会関係が環境からどのような影響を受けてい

るかという点に注目して, 研究を行っている． 
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E) 東南アジア熱帯林の霊長類の社会生態学的研究 

渡邊邦夫, 半谷吾郎, 松田一希, 村井勅裕, Rizaldi 

インドネシア・中部スラウェシにおいて, トンケア

ンマカクとヘックモンキー間の種間雑種の繁殖につ

いての継続観察をおこなっている． インドネシア西

スマトラ州およびベンクル州において, 各種霊長類

や大中型ほ乳類の分布変遷の様子を明らかにするこ

とを目的として, 現地住民への聞き取り調査をおこ

なった． マレーシア領ボルネオ島･サバ州のダナムバ

レー森林保護区では, 昼行性霊長類 5 種の共存の生態

学的メカニズムを明らかにするため, 密度センサス, 

行動観察による食性や遊動の調査を行った．マレーシ

アサバ州のスカウで, 行動観察とセンサスをもとに, 

テングザルの生態や社会構造についての研究を行っ

た． 

 

F) キンシコウの研究 

渡邊邦夫, 張鵬, 斉暁光 

中国陜西省秦嶺山脈のキンシコウを対象に, 社会

の重層構造に着目して, 研究を進めた． 

 

G) ニシローランドゴリラの発達と環境の関連 

松原幹 

 英・ハウレッツ・ポートリム野生動物公園ニシロー

ランドゴリラ 2 群を対象に, 遊びを中心とした社会行

動調査を行った. 家族群の構成や対象個体の性年齢

差, 年長個体の影響を中心に群間比較を行った. 

 

H) シロアタマラングールの子殺し行動 

殷麗潔 (北京大学), 渡邊邦夫, 髙井正成 

 中国広西自治区に棲むシロアタマラングールの子

殺し行動についてデータのとりまとめを行った. 

 

＜研究業績＞ 

原著論文 

1) Hanya G, Aiba S (2010) Fruit fall in five warm- and 

cool-temperate forests in Yakushima. Forestry 
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2) Hanya G, Aiba S (2010) Fruit fall in tropical and 

temperate forests: implications for frugivore diversity. 

Ecological Research 25:1081-1090. 
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Host age, sex, and reproductive seasonality affect 

nematode parasitism among wild Japanese macaques. 

Primates 51:353-364. 
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Bayesian analysis of the temporal change of local 

density of proboscis monkeys: implications for 
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American Journal of Physical Anthropology -:in 

press. 
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12) Zhang P, Watanabe K (2010) Nutritional requirement 

of captive non-human primates. Acta Theriol Sinica 
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International Journal of Primatology 32:259-267. 
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Studies in China -:in press. 
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adaptations of temperate primates: comparisons of 

Japanese and Barbary macaques. Primates 
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Fractal analysis of behaviour in a wild primate: 

behavioural complexity in health and disease. Journal 

of the Royal Society Interface, published online -:-. 
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Bernard H, Higashi S (2011) Regurgitation and 

remastication in the foregut-fermenting proboscis 

monkey (Nasalis larvatus). Biology Letters -:in press. 

20) Matsuda I, Tuuga A, Bernard H (2011) Riverine 
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passage time, digestibility, and total gut fill in captive 
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type and food intake level. International Journal of 

Primatology 32:390-405. 

22) Sawada, A., Sakaguchi, E. and Hanya, G. (2011) 

Digesta passage time,digestibility and total gut fill in 

captive Japanese macaques (Macacafuscata): effects 

of food type and food intake level. International 

Journal of Primatology 32(1):390-405. 

総説 

1) 江成広斗 (2010) 人口減少時代における野生生

物保全を考える． Wildlife Forum 14:5-8. 

2) 桜井良, 江成広斗 (2010) ヒューマン・ディメン

ジョンとは何か―野生動物管理における社会科

学的アプローチの芽生えとその発展について． 

Wildlife Forum 14:16-21. 

報告 

1) 渡邊邦夫 (2010) ニホンザルの保護． 野生動物

保護の事典 -:344-346. 

2) 渡邊邦夫, 江成広斗, 常田邦彦 (2010) ニホンザ

ルの個体群管理－何から始めるべきか（2009 年

度自由集会記録） 哺乳類科学 50:99-101. 

著書（分担執筆） 

1) Hanya G (2010) Ecological adaptations of temperate 

primates: population density of Japanese macaques. 

(The Japanese Macaques) (ed. Nakagawa N, 

Nakamichi M and Sugiura H) p.79-97 Springer, 

Tokyo. 
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講演  

1) 渡邊邦夫 (2010/03/05) ニホンザルの被害をどう

防ぐか． 岡崎市 岡崎市． 

2) 山田彩 (2010/01/08) サルの生態と被害対策. 平

成 21 年度 岐阜県農作物鳥獣害対策相談員養成

講座 岐阜． 

3) 山田彩 (2010/03/07) 頭数カウント調査 途中報

告とニホンザルの保護管理について. 平成 21 年

度獣害対策研修会 三重． 

4) 山田彩 (2010/03/07) 頭数カウント調査 途中報

告とニホンザルの保護管理について. 平成 21 年

度獣害対策研修会 奈良． 
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5) 山田彩 (2010/03/24) ニホンザルの生態と被害対

策 獣害対策講演会 三重． 

 

社会進化分野 

古市剛史 (教授), Michael A. Huffman (准教授), 辻

大和 (助教), 坂巻哲也, 竹元博幸 (非常勤研究員), 

Jean-Baptiste Leca (外国人共同研究者), 鄕もえ , 

Mohammad F. Jaman (外国人共同研究者), Andrew 

J. J. MacIntosh (大学院生) 

 

＜研究概要＞ 

A) ボノボの社会の平和的傾向に対するメスの貢献に

ついての研究 

古市剛史 

ボノボの社会には,チンパンジーの社会と比べ,集団

内で激しい攻撃行動や殺しが見られない,子殺しが見

られない,集団間にも激しい攻撃行動が見られず融和

的交渉をもつなど,さまざまな平和的傾向が見られる.

本研究では,両種間のメスの行動に関する違いがボノ

ボの社会の平和的傾向をもたらしているという作業

仮設をたて,これまでの研究を総合して検討した.その

結果,①ボノボの雌に見られる発情の長期化がオス間

の性的競合を抑制していること,②ボノボのメスはオ

スと同等以上の社会的地位を得ており,これがオスに

よるハラスメントや子殺しを防いでいること,③高い

社会的地位のためにメスは混成パーティに参加しや

すくなり,逆に混成パーティ内で集まることによって

社会的地位を高めていること,④高い社会的地位とオ

トナの息子に対する影響力で,メスが集団の動きをリ

ードしていること,⑤他集団との対立が有利に働かな

いメスが集団の動きをリードすることなどが,集団間

の融和的関係に寄与していることが示唆された. 

 

B) チンパンジーの食物パッチ利用と採食速度に関す

る研究 

古市剛史, 橋本千絵, M.N. Mulavwa 

ウガンダ共和国カリンズ森林のチンパンジーを対

象としたこれまでの研究で, より大きな遊動パーテ

ィで採食すると, より速くパッチ内の食物を食べつ

くして食物パッチ間を移動する回数が増え, 移動に

よる不利益を大きく受けるメスは大きなパーティに

参加しにくいという, スクランブル・コンペティショ

ンにもとづく一般的な仮説が成立しないことがわか

ってきた． １つの食物パッチをより多くの個体で利

用した時の方がより長時間その食物パッチに滞在す

るという逆の傾向が見られ, チンパンジーが食物パ

ッチ内の食物を食べつくしながら遊動しているわけ

ではなく, したがってパッチ内の食物量がチンパン

ジーの採食行動や遊動形態の制限要因になっていな

いことが示唆されたのである． 本年は, 同じ研究手

法を用いてコンゴ民主共和国ワンバ地区のボノボに

ついて, 同じ手法による研究を行い, その結果を比較

した.その結果, ボノボでも, チンパンジーとほぼ同

じ傾向が見られ,スクランブル・コンペティションが

いずれの種でも採食や遊動のおもな制限要因になっ

ていないこと, ボノボとチンパンジーのあいだのメ

スの集合性の顕著な差はスクランブル・コンペティシ

ョンでは説明できないことがわかった. 

C) アフリカに生息する野生チンパンジーの生態と行

動研究 

M.A. Huffman,T. Kaur, J. Singh (Virginia Polytechnic 

Institute), K Petrželková, J. Petrášová, (Academy of 

Sciences of the Czech Republic) 

タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のルボ

ンド島, ウガンダ国 カリンズ森林などのアフリカ各

地の調査地で,チンパンジーを中心に生態学的調査を

おこなった． チンパンジーの寄生虫やその他の感染

症を調査した． 移入された西アフリカ由来のチンパ

ンジーが生息するルボンド島では, 2000 年に開始した

チンパンジーの行動生態学的研究を継続した． 

 

D) スリランカに生息する霊長類の行動生態学的研究 

M.A. Huffman, C.A.D. Nahallage (University of Sri 

Jayewardenepura) 

2004 年末に開始した, スリランカに生息する野生

霊長類の分布調査を継続しておこなった． これまで

行ってきた, 南西, 南, 東南, 中央地域, 北東地域に

おける, トクザル(Macaca sinica), ハヌマンラングー

ル (Presbytis entellus), カオムラサキラングール

（Presbytis senex）の分布調査を拡大し, スリランカ全

土における分布を確かめるために各県, 地区レベル

にアンケート調査をおこなった． 

 

 

E) マカクの文化的行動研究 

M.A. Huffman, J-B Leca 

霊長類研究所の飼育ニホンザルのコロニーで調査

をおこなった． 石遊びなどの文化的行動の社会的観

察学習・伝播機構の比較研究をした． 

 

F) 屋久島ニホンザルの寄生虫生態学と健康維持に対

する食物選択の役割についての研究 

A. J. J. MacIntosh, M. A. Huffman 

鹿児島県屋久島の西部海岸部において, ニホンザ

ルの寄生虫感染症, 行動活動パターンや植物性食物

に関する研究を継続した. 

 

G) ベトナムにおける、マラリア伝播環境の変容と人

獣共通感染性マラリアの出現の理解に向けた学際的

研究 

M. A. Huffman, 中澤秀介, R. Culleton (長崎大学), 前

野芳正（藤田保健衛生大学）, 川合覚(獨協医科大学), Q. 

Nguyen Yuyen R. Marchand (Khanh Phu Malaria 

Research Center Medical Committee Netherlands-Vietnam

) 

2010 年からベトナム・中南部にあるカンフー村の

丘陵部に棲息する野生ザルの調査を開始した. ヒト

とサル間で伝播し, 人畜共通感染を引き起こすマラ

リア原虫を野生カニクイザルやブタオザルの糞から

検出する方法を開発し, 野生マカク類・ヒト間感染の

研究をすすめた. 

 

H）南アフリカ西部岬に生息するチャクマヒヒの採食


